
今
年
は
昨
年
と
違
い
、

2
日
間
に
わ
た
っ
て
文
化

祭
を
開
催
し
た
。
1
日
目

は
1
・
２
・
３
組
は
午
前
、

４
・
５
・
６
組
は
午
後
に

わ
か
れ
、
講
堂
で
ス
テ
ー

ジ
発
表
が
行
わ
れ
た
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
は
書
道
部
の
力

強
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

は
じ
ま
り
、
放
送
部
に
よ

る
、
先
生
か
ら
の
ナ
ゾ
ト

レ
や
、
新
し
く
着
任
し
た

先
生
の
趣
味
や
特
技
の
発

表
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。
吹
奏
楽
部
は
「
魔
女

の
宅
急
便
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

や
「
Ｊ

Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
21
」

な
ど
の
演
奏
を
披
露
し
、

演
劇
部
は
「
白
バ
ラ
女
学

院
」
を
上
演
し
た
。
昨
年

と
同
じ
く
、
間
隔
を
空
け

て
の
講
堂
発
表
と
な
っ
た

が
、
生
徒
の
笑
顔
が
絶
え

な
い
発
表
と
な
っ
た
。

今
年
度
の
文
化
祭
の
2

日
目
は
、
文
化
部
に
よ
る

作
品
展
示
も
行
わ
れ
た
。

美
術
部
の
展
示
で
は
、

広
島
県
高
校
総
合
体
育
祭

の
ポ
ス
タ
ー
に
選
ば
れ
た

作
品
を
始
め
と
し
た
、
絵

画
の
展
示
や
缶
バ
ッ
ジ
な

ど
の
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
た
。

他
に
も
、
茶
道
部
で
は

お
手
前
の
披
露
、
華
道
部

で
は
部
員
が
活
け
た
花
の

展
示
、
新
聞
文
芸
部
で
は

作
成
し
た
新
聞
の
展
示
、

科
学
部
で
は
石
と
地
層
と

亀
の
展
示
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
部
で
は
ゲ
ー
ム
と
映

像
の
展
示
や
シ
ー
ル
作
り
、

E
S
S

部
で
は
当
校
に
来
ら

れ
て
い
る
外
国
の
先
生
と

の
対
話
を
ま
と
め
た
も
の

の
展
示
と
、
各
部
活
の
特

色
を
活
か
し
た
展
示
を
行
っ

た
。
ま
た
、
あ
す
な
ろ
会

で
は
活
動
内
容
を
ま
と
め

た
ポ
ス
タ
ー
と
共
に
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
や
ス
ゴ
ロ
ク
な

ど
来
た
人
を
楽
し
ま
せ
る

ゲ
ー
ム
も
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
部
活
の
個
性
が
色
濃

く
出
た
発
表
と
な
っ
た
。

昨
年
度
の
文
化
祭
で
は
、

時
間
配
分
が
難
し
い
、
展

示
を
回
る
時
間
が
無
い
と

の
声
が
多
く
、
今
年
度
は

2
日
に
分
け
て
の
実
施
と

な
り
、
２
日
目
は
ク
ラ
ス

の
発
表
と
文
化
部
の
展
示

が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ

た
。
様
々
な
制
限
や
決
ま

り
が
あ
る
中
、
各
ク
ラ
ス

の
個
性
が
あ
ふ
れ
る
様
々

な
出
し
物
を
行
っ
た
。

今
年
度
は
第
3
学
年
の

食
品
バ
ザ
ー
が
中
止
と
な

り
、
学
年
で
テ
ー
マ
を

｢

世
界｣

に
決
め
、
各
ク
ラ

ス
様
々
な
国
の
文
化
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
出
し
物
が

行
わ
れ
た
。
ま
た
、
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
第

3
学
年
の
み
家
族
1
名
の

一
般
公
開
が
行
わ
れ
、
高

校
生
活
最
後
の
文
化
祭
を

楽
し
ん
で
い
た
。

１
・
２
年
生

と
も
、
教
室
の

中
で
の
メ
リ
ー

ゴ
ー
ラ
ン
ド
や

写
真
撮
影
ス
ポ
ッ

ト
、
気
配
切
り

な
ど
た
く
さ
ん

の
人
が
目
を
引

く
よ
う
な
出
し

物
が
催
さ
れ
、

ど
の
ク
ラ
ス
も

行
列
が
絶
え
ず

賑
わ
っ
て
い
た
。

中
に
は
、
文
化

祭
前
日
ま
で
学

級
閉
鎖
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
ク
ラ
ス
が
あ
っ

た
り
、
運
動
部
は
大
会
が

近
か
っ
た
り
と
、
時
間
の

無
い
中
で
発
表
に
向
け
て

の
準
備
を
行
う
こ
と
と
な
っ

た
ク
ラ
ス
も
あ
っ
た
が
、

準
備
段
階
か
ら
一
致
団
結

し
て
取
り
組
ん
だ
。
当
日

の
賑
わ
い
を
見
れ
ば
、
大

成
功
と
い
え
よ
う
。

今
年
も
賑
や
か
に
幕
を

閉
じ
た
美
高
祭
。

▼
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
が

日
々
準
備
に
明
け
暮
れ
、

ク
ラ
ス
の
色
が
濃
く
映
る

興
味
深
い
出
し
物
を
創
り

あ
げ
た
。
そ
ん
な
文
化
祭

は
、
何
の
た
め
に
行
わ
れ

る
の
か
。
い
つ
ど
こ
で
始

ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

▼
日
本
最
古
の
文
化
祭
は

一
九
二
一
年
に
東
京
府
立

第
五
中
学
校
で
行
わ
れ
た

「
創
作
展
覧
会
」
だ
。
生

徒
の
創
作
意
欲
を
高
め
る

た
め
行
っ
た
の
だ
そ
う
。

▼
文
化
科
学
省
の
学
習
指

導
要
項
に
よ
る
と
学
校
行

事
で
期
待
さ
れ
る
の
は

「
人
間
関
係
を
上
手
く
形

成
す
る
こ
と
」
「
集
団
生

活
で
、
所
属
し
て
い
る
と

い
う
実
感
や
連
帯
を
深
め

る
こ
と
」
「
公
共
の
精
神

を
培
っ
て
よ
り
良
い
学
校

生
活
を
築
く
こ
と

」
以

上
の
三
点
だ
。
ま
さ
し
く

文
化
祭
が
相
応
し
い
で
は

な
い
か
。
▼
美
高
祭
は
私

た
ち
の
青
春
の
一
ペ
ー
ジ

と
な
る
。
そ
の
中
で
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
能
力

が
培
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

（
石
井
咲
衣
）

本
号
を
も
っ
て
三
年
生

は
引
退
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
一
・
二
年
生
の
部
員

は
い
ま
せ
ん
。
「
小
説
が

書
き
た
い
」
「
文
章
力
を

つ
け
た
い
」
動
機
は
何
で

も
Ｏ
Ｋ
！
新
入
部
員
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
相

談
は
国
語
科
・
小
畑
ま
で
！

第１４６号 坂 の 上 通 信 令和４年７月１９日

令

和

四

年

七

月

十

九

日

広
島
市
立
美
鈴
が
丘
高
等
学
校

新
聞
文
芸
部
（
四
〇
三
演
習
室
）

今
回
は
地
歴
科
・
水
原

先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

ー
先
生
に
な
ろ
う
と
思
っ

た
き
っ
か
け
は
？

世
界
史
の
授
業
を
受
け

て
面
白
い
な
と
思
い
、
面

白
さ
を
伝
え
た
い
と
思
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
が
、

今
は
政
経
と
倫
理
を
教
え

て
い
ま
す
。

ー
休
日
は
何
を
し
て
ま
す

か
？水

槽
を
い
じ
っ
て
い
ま

す
。
好
き
な
魚
は
ハ
ニ
グ

ラ
ち
ゃ
ん
で
す
。

ー
今
ま
で
貰
っ
た
本
命
バ

レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
は
？

1
回
で
す
。
（
高
３
）

ー
美
高
生
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
目
標
と
か
夢
を
持
っ
て

諦
め
ず
に
粘
り
強
く
志
を

高
く
頑
張
っ
て
い
っ
て
く

だ
さ
い
。
悔
い
が
残
ら
な

い
よ
う
に
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
書

道
部
で
あ
る
。

部
員
は
現
在
、
3
年
生

７
人
、
1
・
２
年
生
16
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

書
道
部
は
今
年
も
、
全

国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

の
広
島
大
会
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
て
全
国
大
会
へ

出
場
が
決
ま
り
、
2
年
連

続
で
全
国
大
会
へ
の
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。
他
に

も
、
全
日
本
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
大
会
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
カ
ー
タ
ー
大
会
な

ど
様
々
な
大
会
に
出
場
し

て
い
ま
す
。

基
本
は
毎
日
活
動
し
て

い
て
、
古
典
の
臨
書
の
練

習
を
し
た
り
、
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
練
習
を
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
今
は
、
夏

の
県
大
会
で
の
席
書
大
会

に
向
け
て
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

書
道
部
の
先
生
か
ら
一
言

し
っ
か
り
自
分
と
向
き
合

あ
っ
て
い
こ
う
！

ク
ラ
ス
発
表

団
結
の
末
に

思
い
思
い
に
各
ク
ラ
ス
の
出
し
物
を
楽
し
む
生
徒
ら

コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
制
限
の
中
で

文
化
部

個
性
あ
ふ
れ
る
展
示

美
術
部
の
展
示

華
道
部
の
展
示

今
年
も
文
化
祭
が
無
事
挙
行
さ
れ
た
が
、
今
年
は
食
品
バ
ザ
ー
が
禁
止
と
な
る
な

ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
制
限
が
強
い
ら
れ
た
中
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

サングラスをかけ「学園天国」を演奏する吹奏楽部

部
活
動
紹
介

文化祭パフォーマンス作品

入
念
に
準
備
す
る
三
年
生


